
＜基本情報＞
所在地 鹿児島県肝属郡東串良町
設 立 2011年４月
構成員 役員２名、社員１名、外国人実習生７名
資本金 500万円
＜経営概況＞
栽培面積 だいこん６ha、にんじん２ha、かんしょ1ha・・・ＧＡＰ認証作物

キャベツ４ha、ごぼう2ha、（水稲栽培も検討中）

（株）ローソンファーム鹿児島の４Ｓ活動
整理・不要なものは捨てる
整頓・必要な物の整理分類
清掃・身近なところをきれいに清掃し、「見える」ようにすること
清潔・清掃することできれいな状態を保ち、「汚れ」ないようにする

＜GAP取得で苦労したこと＞
○ 圃場が点在しているため、紙ベースでは作業記録の管理
が煩雑。このため、市販の栽培管理ソフトを活用し対応

○ 従業員への周知
・収穫から出荷までのルールを事務室に掲示
・作業前や作業時に、その日作業する圃場の危険ポイント
を伝達

＜ＧＡＰの効果＞
○ 従業員が安心して働ける環境整備 従業員の事故ゼロ
○ 農薬の飛散防止を徹底
○ 異物の混入防止を徹底
○ 農薬等資材の適切な在庫管理 コストの削減

＜（株）ローソンファームにおけるＧＡＰ取組みの考え方＞
１．消費者の皆様に安心・安全な生鮮品を食べて頂きたい。
２．ローソングループでは、自社農場で安心・安全な青果物の生産を行っている
ことを消費者にアピールしたい。

３．農業の産業化を行い、地域雇用を発生させ、地方創生を行いたい。
上記を実践のためには、労働環境を整え、働きやすい職場にする必要がある
ことから、

2014年11月、ローソンファーム社長会にて、ＪＧＡＰが日本の農業に最も適し
た生産工程管理と位置づけ、ローソンファームでのＪＧＡＰ導入を決定 
（株）ローソンファーム鹿児島は、2016年８月、ＪＧＡＰ認証を取得

 ＧＡＰの取組
（個別認証）

<経営の理念＞
株式会社ローソンファー
ム鹿児島は、安心・安全
な食の供給者として、持
続可能な環境保全農場の
実践者として、農業を通
じて社会・地域に貢献し
ます。

株式会社 ローソンファーム鹿児島
環境に配慮し、地域に根ざした安心・安全な農業を実践  

-（株）ローソンファーム鹿児島の目標 -
（株）ローソンファーム鹿児島は、ＪＧＡＰを導入し、
良い農業の実現を宣言します。

① 安全で、安心な、農作物を消費者にお届けします。
② 環境に配慮した農業を心がけ、地域と調和した事業
を推進します。

③ 効率的な農業生産を行い、原価低減に努めます。
④ 従業員の安全と福祉に気を配った農業を推進します。

ローソンファーム鹿児島の片平代表

JGAP 
だいこん、にんじん、かんしょ
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